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２リフト
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③：5層

A地点

8 2.700
7 2.350
6 2.000
5 1.800
4 1.300
3 0.975
2 0.650
1 0.325
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表-2 測定結果の出力例（

【Cブロック：頂版】
打込順序 箇所 打込高さ

⑮ C：5層
⑫ C：4層
⑨ C：3層

【Cブロック：ハンチ】
打込順序 箇所 打込高さ

④ C：1・2層 0.65ｍ

３リフト

1:25 2.70
2:21 2.40
2:08 2.09
1:48 1.78
0:06 1.36
0:06 1.01
0:05 0.65
0:06 0.33

打重ね
時間間隔
（ｈ：ｍ）

ｺﾝ天高さ
（m）
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親タブレット”，レーザー距離計と親タブレットを無線で接続するため

コンクリートに貫入した深さか

し，その貫入量をレー

ザー距離計にて測定し，リアルタイムでデジタル記録することができ

のようにグラフ化するこ

できる． 

ボックスカルバートの頂版部の打設に適用した．

速度は 28m3/h である．打込み

に示す．また，測定装置は，計画時の打重ね時間

地点の 2箇所に設置した．

示す．測定値は全ての値が入力される結果となった．そのため，

，各層の層高さ，打重ね時間間隔、

地点の測定結果の出力である

）以内で打込むことができ

式凝結管理システムは，打重ね時間間隔や貫入量等の打重ね部の
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打込み順序および層の分割

測定結果の出力例（

打込高さ
0.30m
0.30m
0.30m

打込高さ
0.65ｍ

１リフト

２リフト

④：1・2層
⑨：3層

⑫：4層
⑮：5層

Cブロック
３リフト

2.70 0.300
2.40 0.310
2.09 0.310
1.78 0.420
1.36 0.355
1.01 0.355
0.65 0.325
0.33 0.325

ｺﾝ天高さ
（m）

層高さ
（m）

式凝結管理システムは，突き棒，ガイド管，レーザー距離計から

式凝結テスター本体”と、レーザー距離計を操作する“③

親タブレット”，レーザー距離計と親タブレットを無線で接続するため

コンクリートに貫入した深さか

入量をレー

ザー距離計にて測定し，リアルタイムでデジタル記録することができ

グラフ化すること

ボックスカルバートの頂版部の打設に適用した．ポンプ

である．打込み

，計画時の打重ね時間

箇所に設置した．

示す．測定値は全ての値が入力される結果となった．そのため，

，各層の層高さ，打重ね時間間隔、N式凝結テスターで測定した貫入量を確実

結果の出力である

打込むことができたことが証明できる

式凝結管理システムは，打重ね時間間隔や貫入量等の打重ね部の

今後は，更に効率的・確実な管理を目指して改良を行

適用にご協力いただいた

打込み順序および層の分割 

測定結果の出力例（A地点）

16:20
13:35
11:15
9:11
9:06
9:01
8:51
8:45

打込開始
時刻

（ｈ：ｍ）

打込完了

（ｈ：ｍ）

ポンプ

である．打込み

，計画時の打重ね時間

箇所に設置した． 

示す．測定値は全ての値が入力される結果となった．そのため，

式凝結テスターで測定した貫入量を確実

結果の出力である表-2 の結果から，全ての層で，層高

たことが証明できる

式凝結管理システムは，打重ね時間間隔や貫入量等の打重ね部の

今後は，更に効率的・確実な管理を目指して改良を行

適用にご協力いただいた関係者の方々に感謝の意を表します．

図-

 

地点） 

【Bブロック：頂版】
打込順序

⑯ B：8層
⑬ B：7層
⑩ B：6層

【Bブロック：側壁＋ハンチ】
打込順序

⑦ B：5層
⑥ B：3・4層
⑤ B：1・2層

⑬：７層

時間
（ｈ：ｍ）

16:55 -
14:30
11:55
9:18
9:10
9:05
8:56
8:50

測定値

打込完了
時刻

（ｈ：ｍ）

打重ね時間間隔

示す．測定値は全ての値が入力される結果となった．そのため，

式凝結テスターで測定した貫入量を確実

の結果から，全ての層で，層高

たことが証明できる． 

式凝結管理システムは，打重ね時間間隔や貫入量等の打重ね部の

今後は，更に効率的・確実な管理を目指して改良を行

の方々に感謝の意を表します．

-2 N 式凝結テスター

による管理例

管理値に達する

を予測できる。

【Bブロック：頂版】
箇所 打込高さ

B：8層 0.30m
B：7層 0.30m
B：6層 0.30m

【Bブロック：側壁＋ハンチ】
箇所 打込高さ

B：5層 0.50ｍ
B：3・4層 0.65ｍ
B：1・2層 0.65ｍ

⑩：6層
⑬：７層

⑯：8層

Bブロック

時間
（ｈ：ｍ）

判定

- -
1:50 OK
1:40 OK
1:57 OK
0:01 OK
0:00 OK
0:05 OK
0:00 OK

打重ね時間間隔

写真-1 測定状況

示す．測定値は全ての値が入力される結果となった．そのため，今回

式凝結テスターで測定した貫入量を確実

の結果から，全ての層で，層高

式凝結管理システムは，打重ね時間間隔や貫入量等の打重ね部の

今後は，更に効率的・確実な管理を目指して改良を行

の方々に感謝の意を表します．

式凝結テスター 

による管理例 

管理値に達する時間

を予測できる。 

２リフト

⑤：1・2層
⑥：3・4層

⑦：5層

B地点

貫入量
(cm)

判定

- -
18 OK
28 OK
14 OK
21 OK

- -
26 OK

- -

N式貫入試験

測定状況 

今回

式凝結テスターで測定した貫入量を確実

の結果から，全ての層で，層高

式凝結管理システムは，打重ね時間間隔や貫入量等の打重ね部の

今後は，更に効率的・確実な管理を目指して改良を行

の方々に感謝の意を表します． 

判定

OK
OK
OK
OK

OK

N式貫入試験
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